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「でんまねPower」 

1.開発目的 

 中学生がエネルギーに関する技術に関する学習において電力

や電力量についての理解は重要であるが，座学だけでは難しい。

そこで手回し発電器の電力の測定機能及び換算機能をもつ「で

んまねPower」を開発した。 

2.でんまねPowerの開発 

(1)ハードウェアの開発 

インターフェイスボードは，風力発電コンテスト用に開発し

た A/D変換ボードを用いるが，新たに電力測定用アダプタを開

発した¹⁾。測定値はADコンバータで10Bitのデジタル値に変換

し，マイコン（PIC18F14K50）のUSB 通信でホストPCに送る。

ジャンパーにより５Vと10Vのレンジ切り替える。 

開発した電力計測用アダプタは，回路の電流値測定用に 0.1

Ωの精密抵抗を使用した。この抵抗にかかる電圧より回路内の

電流値を計算し，回路全体電圧と合わせ，電力を算出している。

より正確に測定するためにノイズ低減用コンデンサ，複数の手

回し発電器による発電にも対応させるため逆流防止用ダイオー

ドを組み込んだ。実験の結果，測定誤差が17％程度生じたが，

ソフト側で誤差を吸収し，2%程度になった。図１にインターフ

ェイスボードと入力である手回し発電器，負荷である３つ連結

したミニ扇風機の接続の様子を示す。 

(2)ソフトウェアの開発 

開発は HSP3.3でおこなった。「でんまね Power」での電圧

算出は，取得データを 10 進変換し，小数第２位まで表示し

ている。同時に電流値と電力値も表示する。また，20秒間計

測しているときの電力値を棒グラフで視覚化し，20秒間の平

均電力値と１時間当たりの電力値を表示する。計測した電力

値を使用し身近な電力への換算機能も付加した（図２・表

１）。 

換算内容は，生徒の身近な電化製品の消費電力に加え，各

発電方法も設定した。換算内容はCSV形式で管理し，換算式

を容易に変更可能にした。保存すると計測中の0.5秒間隔で

の電圧値，電流値，電力値と平均電力，１時間当たりの電力

量をCSV形式で保存する。保存結果を読み出して換算するこ

とも可能である。また，換算結果の表示・非表示も任意に選

択できるようにした(図３)。教材開発後，N 県 F 中学校の 2

年生に対して実践を行った。実践の結果，子どもが意欲的に

活動に対して取り組み，電力や電力量への理解が深まった。 
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表1 換算項目 

図3 換算の表示・非表示 

図1 でんまねPowerハードウェア 

図2 でんまねPower画面と表示

説明 

発電中の電圧・電流・電力 

発電中の電力 

発電した電力・電力量 

換算内容と結果 


